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ア調査結果 

(ｱ) 居住区（問 1） 

・ 回答者の居住区は、「中央エリア」38.9%がもっとも多く、「東部エリア」33.1%、

「西部エリア」28.1%が続いている。 

(ｲ) 居住年数（問 2） 

・ 苫小牧市での居住年数では、「20年以上」が 55.3%ともっとも多く、次点は「3年

未満」(15.6%)となっている。 

(ｳ) 転入経験の有無、転入のきっかけ及び苫小牧市以外の転入検討先 

① 転入経験（問 3） 

・ 転入の経験をみると、「苫小牧以外の市区町村から転入した」のが 56.1%であり、

「苫小牧市にずっと住み続けている」との回答(42.2%)を上回っている。

３年未満
15.6%

３～５年
8.3%

６～９年
9.2%

10～14年
7.5%

15～19年
3.6%

20年以上
55.3%

不明/無効回答
0.6%

問2 居住年数

対象：20~39歳の市民
(N=360)

西部エリア
28.1%

中央エリア
38.9%

東部エリア
33.1%

問1 居住区

対象：20~39歳の市民
(N=360)

① 市民 
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② 苫小牧市に転入した理由（問 3-1） 

・ 転入経験ありの回答者に、転入のきっかけをきいたところ、「自分の仕事・事業の

ため」（44.1%）、「家族・親族の仕事・事業のため」（27.2%）、「自分の結婚のため」

(13.4%)が上位 3つとなっている。

③ 苫小牧以外の転入先見当（問 3-2） 

・ 転入時に「他のまちは検討しなかった」回答者は49.5%とほぼ半数であり、「他の

まちも検討した」回答者（8.4%）を上回っている。

苫小牧市にずっと住み

続けている
42.2%

苫小牧市以外の市区町

村から転入した
56.1%

不明/無効回答
1.7%

問3 転入の経験

対象：20~39歳の市民
(N=360)

自分の通学のため（進

学・転校など）
3.0%

自分の仕事・事業のた

め（就職・起業・転職・退

職・転勤など）
44.1%

自分の結婚のため
13.4%

家族・親族の仕事・事業の

ため（就職・起業・転職・退

職・転勤など）
27.2%

子育てのため
2.0%

子どもの教育のため
0.5%

家族・親族の介護、看

護のため
1.5%

その他
7.4%

不明/無効回答
1.0%

問3-1 苫小牧に転入した理由対象：苫小牧市以外の市区町

村から転入した

20~39歳の市民
(n=202)
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(ｴ) 転居先決定の決め手（問 4） 

・ 転居先を決める際に考慮する環境として重要なもの（転居先決定の決め手）は、

「治安がよい」(37.2%)がもっとも多く、「交通の利便性がよい」(29.4%)、「日常

の買い物がしやすい」(28.9%)、「勤務地や学校に近い」(27.2%)、「子育て支援が

充実している」(25.3%)がそれぞれ 20%を超えている。 

(ｵ) 苫小牧市の住みやすさ及びその理由 

① 苫小牧市の住みやすさ（問 5） 

・ 苫小牧市は「住みやすい」と回答した者は 23.3%であり、「どちらかというと住み

やすい」と回答した者 54.7%を加えると、8割程度の住民が「住みやすい」と回答

している。 

・ 一方、「住みにくい」と回答した者は 6.1%、「どちらかといえば住みにくい」と回

答した者を加えると 21.7%となる。 

他のまちは検討しな

かった
49.5%

他のまちも検討したが、

苫小牧市に決めた
8.4%

その他
14.4%

不明/無効回答
27.7%

問3-2苫小牧市以外の転入先検討
対象：苫小牧市以外の市区町

村から転入した

20~39歳の市民
(n=202)

37.2%

29.4%

28.9%

27.2%

25.3%

17.2%

15.8%

15.6%

10.0%

10.0%

9.7%

8.9%

8.6%

7.8%

7.5%

7.2%

4.2%

3.9%

2.8%

1.1%

3.9%

0%

治安がよい（安全である）

交通の利便性がよい

日常の買い物がしやすい

勤務地や学校に近い

子育て支援が充実している

病院など医療施設が充実している

自然災害（台風、地震など）が少ない

暮らしに関する施設が整っている

住宅の規模や価格など住宅事情がよい

親戚（親や子ども）の家に近い

気候が穏やかである

自然環境が豊かである

積雪量が少ない

友人や知人がいる

教育環境が整っている

水や食べ物がおいしい

人情が厚い（地域の人間関係がよい）

娯楽に関する施設が整っている

高齢者・障害者向けの福祉環境が充実している

その他

不明/無効回答

問4 転居先決定の決め手(複数回答)

対象：20~39歳の市民
(N=360)
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② 住みやすさの理由（問 5-1） 

・ 苫小牧市は住みやすいと回答した者に、住みやすい理由をきくと、もっとも多い

のは「積雪量が少ない」(46.6%)が突出しており、「日常の買い物がしやすい」

(31.0%)、「勤務地や学校に近い」(28.5%)、「親戚の家に近い」(24.6%)、「夏涼し

い」(22.4%)が続いている。 

③ 住みにくい理由（問 5-2） 

・ 本市は住みにくいと回答した者に、住みにくい理由をきくと、「交通の利便性がわ

るい」(50.0%)がもっとも多く、「治安がわるい」(32.1%)、「娯楽に関する施設が

整っていない」(25.6%)が多くなっている。 

住みやすい
23.3%

どちらかといえば住み

やすい
54.7%

どちらかといえ

ば住みにくい
15.6%

住みにくい
6.1%

不明/無効回答
0.3%

問3 苫小牧市の住みやすさ

対象：20~39歳の市民
(N=360)

46.6%

31.0%

28.5%
24.6%

22.4%

18.1%

13.9%

13.5%

13.5%

13.5%

10.3%

6.0%

5.7%

4.6%

1.8%

1.4%

1.4%

0.7%

0.7%

1.8%

4.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

積雪量が少ない

日常の買い物がしやすい

勤務地や学校に近い

親戚（親や子ども）の家に近い

夏涼しい

友人や知人がいる

自然災害（台風、地震など）が少ない

水や食べ物がおいしい

交通の利便性がよい

病院など医療施設が充実している

暮らしに関する施設が整っている

子育て支援が充実している

治安がよい（安全である）

自然環境が豊かである

人情が厚い（地域の人間関係がよい）

住宅の規模や価格など住宅事情がよい

福祉環境が充実している

娯楽に関する施設が整っている

教育環境が整っている

その他

不明/無効回答

問5-1 「苫小牧市が住みやすい」と感じる理由(複数回答)

対象：苫小牧が住みやすいと感じる

20~39歳の市民
(n=281)
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(ｶ) 苫小牧市への定住意向、転出希望先及び転出する理由(問 6) 

① 苫小牧市への定住意向 

・ 「苫小牧市に住みつづけたい」と回答した者は 39.2%、「当分の間は住みつづけた

い」と回答した者は 43.3%で、合わせると 82.5%が住みつづけたいと回答している。 

・ 一方、「できれば他の市町村に転出したい」と回答した者は 10.0%、「他の市町村

に転出する予定である」と回答した者(6.4%)を加えると 16.4%となる。 

② 転出希望先(問 6-1) 

・ この転出したい又は転出予定の回答者に対し、転出希望先をきいたところ、「札幌

市」が 35.6%と最も多く、「札幌市をのぞく、北海道内の市町村」が 25.4%、「東京

都・埼玉県・千葉県・神奈川県の市区町村」が13.6%となっている。 

50.0%
32.1%

25.6%
20.5%

19.2%
12.8%

11.5%
10.3%
10.3%

7.7%
7.7%

6.4%
6.4%

3.8%
3.8%

2.6%
2.6%

1.3%
0.0%

24.4%
5.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

交通の利便性がわるい

治安がわるい（安全とはいえない）

娯楽に関する施設が整っていない

人情が薄い（地域の人間関係がわるい）

子育て支援が充実していない

日常の買い物がしにくい

自然環境がわるい

住宅の規模や価格など住宅事情がわるい

教育環境が整っていない

夏湿度が高い

暮らしに関する施設が整っていない

水や食べ物がおいしくない

友人や知人がいない

自然災害（台風、地震など）が多い

勤務地や学校から遠い

病院など医療施設が充実していない

親戚（親や子ども）の家から遠い

福祉環境が充実していない

積雪量が多い

その他

不明/無効回答

問5-2
「苫小牧市が住みにくい」と感じる理由(複数回答)

対象：苫小牧が住みにくいと感じる

20~39歳の市民
(n=78)

苫小牧市に住みつづけ

たい
39.2%

当分の間は住みつづけ

たい
43.3%

できれば他の市町村に

転出したい
10.0%

他の市町村に転出する

予定である
6.4%

不明/無効回答
1.1%

問6 定住意向
対象：20~39歳の市民

(N=360)
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③ 転出の理由(問 6-2) 

・ 転出する理由としては、「自分の仕事・事業のため」（35.6%）がもっとも多く、「家

族・親族の仕事・事業のため」（15.3%）と仕事関係が目立っている。

・ 「子育てのため」（15.3%）、「子どもの教育のため」（11.9%）、と、子どもに関する

ものが仕事の項目に続いて多くなっている。

(ｷ) 苫小牧市のイメージ（問 7） 

・ 現在の苫小牧市のイメージとしては、「快適な」(33.9%)、「親しみのある」(29.7%)

と回答した者が多く、「質の高い」(0.3%)、「品格のある」(0.3%)と回答した者が

少なかった。 

・ 一方、将来の本市のイメージとしては、「活気のある」(50.0%)、「快適な」(46.1%)、

「ゆとりや潤いのある」(37.2%)と回答した者が多く、「個性のある」(6.7%)、「創

札幌市
35.6%

札幌市をのぞく、北海道内

の市町村
25.4%

東京都・埼玉県・千葉県・神

奈川県の市区町村
13.6%

その他
15.3%

不明/無効回答
10.2%

問6-1 転出希望先

対象:転出を意向する
20~39歳の市民

(n=59)

35.6%

15.3%

15.3%

11.9%

10.2%

3.4%

1.7%

27.1%

23.7%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

自分の仕事・事業のため（就職・起業・転職・退職・転勤など）

家族・親族の仕事・事業のため（就職・起業・転職・退職・転勤など）

子育てのため

子どもの教育のため

自分の結婚のため

自分の通学のため（進学・転校など）

家族・親族の介護、看護のため

その他

不明/無効回答

問6-2 転出理由(複数回答)

対象:転出を意向する
20~39歳の市民

(n=59)
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造的な」(3.1%)と回答した者が少ない。 

・ 現在と将来とで差が大きいのが、「活気のある」（差:40.8%）、「ゆとりや潤いのあ

る」（差:28.9%）であり、各項目の総計では将来が現在よりも 100ポイント以上を

上回っている。 

(ｸ) 働く場としての苫小牧市の魅力度とその理由 

① 働く場としての苫小牧市の魅力度(問 9) 

・ 働く場として苫小牧市を魅力的だと回答しているのは、「魅力的だと思う」(5.3%)

と「どちらかといえば魅力的だと思う」(26.4%)を合わせて、31.7%である。 

・ 一方、「魅力的ではない」との回答は、「どちらかといえば魅力的だと思わない」

との回答を合わせて 23.3%となっている。 

33.9%

29.7%

15.3%

12.5%

9.2%

8.3%

7.5%

6.1%

3.9%

3.3%

0.3%

0.3%

26.9%

6.1%

46.1%

13.6%

6.7%

14.4%

50.0%

37.2%

9.2%

18.6%

3.1%

16.9%

11.7%

18.1%

6.1%

2.2%
0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

快適な

親しみのある

個性のある

健やかな

活気のある

ゆとりや潤いのある

調和のとれた

明るく楽しい

創造的な

美しい

品格のある

質の高い

その他

不明/無効回答

問7 現在の苫小牧市に対するイメージ（各項上段、複数回答）
問8 将来の苫小牧市に対するイメージ（各項下段、複数回答）

対象: 20～39歳の市民
(N=360)

魅力的だと思う
5.3%

どちらかといえば魅力

的だと思う
26.4%

どちらともいえない
43.9%

どちらかといえば魅力

的だと思わない
13.3%

魅力的ではない
10.0%

不明/無効回答
1.1%

問9 「働く場」としての魅力度
対象：20~39歳の市民

(N=360)
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② 働く場としての苫小牧市の魅力度(問 9-1) 

・ 苫小牧市を働く場として魅力的だと感じる理由をきくと、「優良な大手企業が多い

から」(21.9%)、「職場と自宅の距離が近いから」(15.8%)、「優良な中小企業が多

いから」(14.9%)が上位を占めている。 

(ｹ) 婚姻状況と結婚への意向 

① 婚姻状況(問 10) 

・ 回答者の婚姻状況をみると、既婚者が 59.7%、独身（未婚）が31.7%、独身（結婚

歴あり）が 6.9%となっている。

② 独身者の結婚に関する考え(問 10－1) 

・ 独身者の結婚に関する考えでは、「条件が整えば結婚したい」との回答は 48.2%で、

優良な大手企業が多い

から
21.9%

職場と自宅の距離

が近いから
15.8%

優良な中小企

業が多いから
14.9%

長く働ける

企業が多

いから
11.4%

実家に住

める・近い

から
9.6%

採用に積極的な企業

が多いから
2.6%

起業をしやすそうだから
1.8%

地域貢献に積極的な企業

が多いから
1.8%

特にない
7.0%

その他
2.6%

不明/無
効回答
10.5%

問9-1 「働く場」としての魅力の理由

対象：苫小牧を働く場として魅

力に感じる

20~39歳の市民
(n=114)

結婚している（既婚）
59.7%

独身（未婚）
31.7%

独身（結婚歴あり）
6.9%

不明/無効回答
1.7%

問10 婚姻状況

対象：20~39歳の市民
(N=360)
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「結婚するつもりはない」との回答は 15.8%である。

③ 結婚しない理由(問 10－2) 

・ 独身で結婚するつもりはないと回答した者に理由をきくと、「精神的に自由でいら

れる」(50.0%)との回答がもっとも多くなっている。「家族を養うほどの収入がな

い」(36.4%)、「結婚したいと思える相手がいない」(22.7%)との回答も多くなって

いる。

条件が整えば結

婚したい
48.2%

ある程度の年齢までに

は結婚するつもりである
12.2%

理想的な相手が見つ

かるまでは結婚しなく

てもかまわない
23.0%

結婚するつ

もりはない
15.8%

不明/無効回答
0.7%

問10-1 独身者の結婚に関する考え

対象：独身の20~39歳の市民
(n=139)

50.0%

36.4%

22.7%

13.6%

9.1%

4.5%

4.5%

0.0%

36.4%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

精神的に自由でいられる

家族を養うほどの収入がない

結婚したいと思える相手がいない

異性とうまくつきあえない

経済的な自由がある

仕事（学業）に専念したい

結婚資金が足りない

まだ若すぎる

その他

不明/無効回答

問10-2 結婚しない理由(複数回答)

対象:独身・結婚意向のない
20~39歳の市民

(n=22)
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(ｺ) 結婚支援のために行政が取り組むべき事業 

・ 結婚支援のために行政が取り組むべき事業としては、「安定した雇用の確保」

(82.8%)との回答がもっとも多く、「結婚祝金などの経済的支援」(45.0%)、「婚活

イベントなどによる出会いの場の提供」(31.9%)が続いている。

(ｻ) 子どもの数  

① 子どもの数（問 12） 

・ 現在の子どもの数、今後の子どもの予定数及び理想的な子どもの数は次のとおり

である。

・ 現在の子どもの数は、「0人」(44.7%)が最も多く、次いで「1人」(26.1%)、「2人」

(21.7%)となっている。 

・ 今後の予定数も、「0人」(48.9%)が最も多く、次いで「2人」(22.8%)、「1人」(17.8%)

となっている。 

82.8%

45.0%

31.9%

13.6%

7.5%

6.9%

3.9%

11.1%

1.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

安定した雇用の確保

結婚祝金などの経済的支援

婚活イベントなどによる出会いの場の提供

結婚相談窓口（仲立ち）

結婚を奨励するようなＰＲ

交際術やマナーなどを学ぶ講座

若い世代（学生）への結婚に関する講習会

その他

不明/無効回答

問11
結婚支援のために行政が取り組むべき事業(複数回答)

対象: 20~39歳の市民
(N=360)
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・ 理想的な子どもの数は、「2人」(45.6%)、「3人」(38.3%)が多くなっている。 

・ なお、平均数を計算すると、2.38人となる。

０人
44.7%

１人
26.1%

２人
21.7%

３人
4.2%

４人
0.8%

５人以上
0.3%

不明/無効回答
2.2%

問12 現在の子どもの数

対象：20~39歳の市民
(N=360)

０人
48.9%

１人
17.8%

２人
22.8%

３人
5.6%

４人 0.0%

５人以上 0.3%
不明/無効回答

4.7%

問12 今後の子どもの予定数

対象：20~39歳の市民
(N=360)
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② 理想の子どもの数より現在と今後の子どもの数が少ない理由（問 12） 

・ 現在の子どもの数と今後の予定数の合計が理想数よりも少ないと回答した者は、

全体の 48.6%である。

・ 理想の子供の数より少ない理由をきいたところ、「お金がかかりすぎる」(62.3%)

が最も多く、「高齢出産になるから」(21.7%)、「心理的・肉体的負担が大きい」

(18.3%)が続いている。

０人
4.4% １人

5.6%

２人
45.6%

３人
38.3%

４人
2.5%

５人以上
2.8%

不明/無効回答
0.8%

問12 理想の子どもの数

対象：20~39歳の市民
(N=360)

62.3%

21.7%

18.3%

13.7%

13.7%

13.1%

10.3%

9.1%

8.6%

8.0%

6.3%

3.4%

12.0%

8.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

子育てや教育にお金がかかりすぎる

高齢出産になるから

育児の心理的・肉体的負担が大きい

自分の仕事に差し支える

子育てを手助けする人がいない

子どもがのびのび育つ環境ではない

健康上の理由

住居が狭い

自分や夫婦の生活を大切にしたい

ほしいけどもできない

配偶者（妻又は夫）の協力が得られない

定年退職までに成人してほしいから

その他

不明/無効回答

問12-1
理想の子どもの数より現在＋今後の子どもの数が少ない理由

対象:
「現在の子どもの数（Ａ）」＋「今後の子

どもの予定数（Ｂ）」を足した数が、「理

想的な子どもの数（Ｃ）」より少ない

20~39歳の市民
(n=175)
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・ また子供の数が理想よりも少ない理由を男女別に区分すると、男性は「子育てや

教育にお金がかかりすぎる」と回答した人が相対的に多い一方、女性は「高齢出

産になるから」、「子育てを手助けする人がいない」と回答した人が多く、理由に

は男女差が見られた。

(ｼ) 子どもの数が増えると思う施策・対策(問 13) 

・ 子どもの数が増えるための支援・対策をきいたところ、「経済的負担の軽減」

(62.8%)がもっとも多く、「安定した雇用の確保」(55.8%)が続いている。

68.1%

15.9%

17.4%

11.6%

10.1%

15.9%

8.7%

11.6%

13.0%

5.8%

4.3%

5.8%

8.7%

8.7%

58.1%

25.7%

19.0%

15.2%

16.2%

11.4%

11.4%

6.7%

5.7%

9.5%

7.6%

1.9%

14.3%

7.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

子育てや教育にお金がかかりすぎる

高齢出産になるから

育児の心理的・肉体的負担が大きい

自分の仕事に差し支える

子育てを手助けする人がいない

子どもがのびのび育つ環境ではない

健康上の理由

住居が狭い

自分や夫婦の生活を大切にしたい

ほしいけどもできない

配偶者（妻又は夫）の協力が得られない

定年退職までに成人してほしいから

その他

不明/無効回答

問12-1
理想の子どもの数より現在＋今後の子どもの数が少ない理由(複数回答、

男女別)

男(n=69)
女(n=105)

対象:
「現在の子どもの数（Ａ）」＋「今後の子

どもの予定数（Ｂ）」を足した数が、「理

想的な子どもの数（Ｃ）」より少ない

20~39歳の市民
(n=175)

62.8%

55.8%

39.4%

26.9%

17.2%

13.6%

10.6%

8.6%

8.1%

8.1%

7.8%

7.8%

3.1%

3.1%

4.7%

3.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

子育てに伴う経済的負担の軽減

安定した雇用の確保

子育てしやすい職場環境の整備

保育所等の整備

不妊治療などへの支援

子どもが遊べる場所（屋内・屋外）の整備

子育てに適した住宅の供給

子育てと仕事の両立意識の普及啓発

結婚に対する支援

小児医療体制など子どもの健康支援

放課後児童クラブ（学童保育）の整備

教育環境の整備

妊娠・出産に関する情報提供

乳幼児の保健指導や育児相談の充実

その他

不明/無効回答

問13
子どもの数が増えると思う施策(複数回答)

対象: 20~39歳の市民
(N=360)
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・ 子どもの数が増えると思う支援・対策を男女別に区分したところ、男性は「子育

てに伴う経済的負担の軽減」、「安定した雇用の確保」、「結婚に対する支援」など

経済的支援策を求める声が相対的に多い一方、女性は「不妊治療などへの支援」、

「放課後児童クラブ（学童保育）の整備」、「子育てしやすい職場環境の整備」な

ど、出産、子育てに関する施策を求める声が多かった。

65.9%

60.5%

35.7%

27.1%

11.6%

12.4%

14.0%

7.8%

14.0%

10.1%

3.9%

9.3%

0.0%

2.3%

3.9%

3.9%

60.3%

53.1%

42.0%

25.9%

19.2%

14.7%

8.9%

9.4%

4.9%

6.7%

10.3%

7.1%

4.9%

3.6%

5.4%

3.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

子育てに伴う経済的負担の軽減

安定した雇用の確保

子育てしやすい職場環境の整備

保育所等の整備

不妊治療などへの支援

子どもが遊べる場所（屋内・屋外）の整備

子育てに適した住宅の供給

子育てと仕事の両立意識の普及啓発

結婚に対する支援

小児医療体制など子どもの健康支援

放課後児童クラブ（学童保育）の整備

教育環境の整備

妊娠・出産に関する情報提供

乳幼児の保健指導や育児相談の充実

その他

不明/無効回答

問13-1
子どもの数が増えると思う施策(複数回答、男女別)

男(n=129)

女(n=224)

対象：20～39歳の市民
(N=360)


